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 事業概要 

本研究では,極超音速での大気圏突入時における加熱および空力特性を数値シミュレーションによっ
て高い精度で予測するため,高温気体の物理モデルやシミュレーション手法について高度化を行う．新
たに提案するモデル・手法を用いたシミュレーションと実験によって得られたデータを比較すること
で予測精度を実証し,高精度なシミュレーションツールの実現を目指す. 

 

 JSS2 利用の理由 

物理モデルや試験気流条件などの不確定性を評価するため,モデル・条件を変化させて多くのケース
の解析を実施するためにスパコンを使用した. 

 

 今年度の成果 

膨張波管生成気流条件の決定を行うため数値シミュレーション結果と実験における衝撃波速度,気流
静圧,気流ピトー圧の比較を行った．結果として衝撃波速度は 10%以内の一致,気流静圧は良い一致を
示すものの気流ピトー圧に大きな実験との不一致が確認された.第二隔膜の破膜時間,CO2 解離反応の
速度を従来のモデルの 10 倍とすることによって定常圧の良い一致が確認された．コンタクトサーフェ
スの立ち上がりに関してもピトー管保護カバーの形状を考慮した計算を行うことによって,保護カバ
ーがコンタクトサーフェスの立ち上がりを遅らせる可能性が示された．今後は吸収分光法によって気
流温度,CO2 数密度の測定を行い,本計算の妥当性を検証する予定である． 

 

大気突入機の熱空力評価システムの高度化 
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図 1 ピトー管周りの流れ場の圧力のコンター図(t=0.04ms(左), 0.1ms(右)) 

 
図 2 ピトー管保護カバーの測定圧力への影響 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.07 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 478,847.82 0.06 
SORA-PP 5,479.16 0.07 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 514.98 0.36 
/data 10,147.10 0.19 
/ltmp 9,765.63 0.74 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 16 - 52 
１ケースあたりの経過時間 20.00 時間 
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